
別紙１ 

 

「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等について」（平成 15 年 10 月 10 日付け健発第 1010004 号） 

 

改正後（新） 改正前（旧） 

第２ 新基準省令の制定について 

１ 一般的事項 

（１）新基準省令においては、表の上欄に掲げる事項に１から 52 までの番号

を付し、下欄に基準値を掲げることとしたこと。なお、旧基準省令では表

の下欄に検査方法名を掲げていたが、新基準省令では検査方法は環境大臣

が定めることとし、具体的には検査方法告示に規定したこと。 

 

第３ 水道法施行規則の一部改正について 

３ 定期水質検査に供する水の採取場所、検査回数及び検査の省略 

（３）水道法施行規則第 15 条第１項第４号イにおいて、一定の項目について

は、過去の検査の結果が基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ、そ

れぞれの項目に係る第４号イの表の下欄に掲げる事項を勘案して、その全

部又は一部を行う必要がないと認められる場合においては、検査を省略す

ることができるとしたこと。また、同号ロにおいて、新基準省令の表中

20 の項の上欄に掲げる事項については、水道用水供給事業者から供給を

受ける水のみを水源とする場合は、当該水道用水供給事業者の検査の結果

が基準値の５分の１以下であり、かつ、自ら検査を実施し送水施設及び配

水施設内で濃度が上昇しないと認められるときは、検査を省略することが

できるとしたこと。 

 

別添１ 水質管理目標設定項目 

 項     目 目  標  値 検  査  方  法 

 1～

30 

（略） （略） （略） 

31 削除 削除 削除 

 

 

第２ 新基準省令の制定について 

１ 一般的事項 

（１）新基準省令においては、表の上欄に掲げる事項に１から 51 までの番号

を付し、下欄に基準値を掲げることとしたこと。なお、旧基準省令では表

の下欄に検査方法名を掲げていたが、新基準省令では検査方法は厚生労働

大臣が定めることとし、具体的には検査方法告示に規定したこと。 

 

第３ 水道法施行規則の一部改正について 

３ 定期水質検査に供する水の採取場所、検査回数及び検査の省略 

（３）水道法施行規則第 15 条第１項第４号において、一定の項目については、

過去の検査の結果が基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ、それぞ

れの項目に係る第４号の表の下欄に掲げる事項を勘案して、その全部又は

一部を行う必要がないと認められる場合においては、検査を省略すること

ができるとしたこと。 

 

 

 

 

 

 

別添１ 水質管理目標設定項目 

 項     目 目  標  値 検  査  方  法 

 1～

30 

（略） （略） （略） 

31 ペルフルオロオク

タンスル ホン酸（

ＰＦＯＳ）及びペ 

ペルフルオロオクタンスル 

ホン酸（ＰＦＯＳ）及びペル

 フルオロオクタン酸（ＰＦ 

固相抽出―ＬＣ―ＭＳ法 



 

 

  

 

ルフルオロオクタ

ン酸（ＰＦＯＡ） 

ＯＡ）の量の和として、 0.0

0005mg／L 以下（暫定） 

 

 

 


